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で
あ
る
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企
業
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の
規
準
を
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の
様
に
品
開
刺
の
流
れ
の
沓
木
償
他
と
と
る
事
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
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利
潤
(
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)
乃
至
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収
入
何
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償
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よ
り

作
じ
た
負
槍
イ
ク
オ
ル
純
牧
入

μ

の
聞
係
が
帯
在
し
、
然
も
各
週
純
牧
入
の
一
一
砲
の
平
均
値
と
し
て
利
潤
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グ
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た
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。
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。
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上
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な
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来
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於
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の
数
量
と
の
代
用
関
係
を
表
示
す
る
も
の
と
均
へ
渇
事
が
出
来
る
。
即
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t
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在
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に
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用
、
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(
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を
表
し
、
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恥
叶
な
る
時
は
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時
的
代
用
関
係
(
百
円
。
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Z
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E
-
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z
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P
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表
す
。
此

-
の
場
合
代
用
関
係
ば
慣
格
闘
世
動
に
封
す
る
産
自
(
投
入
)
量
の
竣
勤
の
仕
方
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
亡
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
は
慣
特
鑓
動

を
契
機
と
し
た
産
出
(
投
入
)
最
の
上
の
代
別
閥
係
正
見
る
べ
き
で
あ
り
、
一
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技
術
的
代
用
関
係
と
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切
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さ
る
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で
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一
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於
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率
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至
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界
生
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力
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言
葉
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っ
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係
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友
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踊
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ニ
櫨
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か
〈
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E

 

d
叶
u
q

(

町

H
]
f
i
-
-
J
Z

〕

を
偲
定
ず
れ
ぼ
川
よ
り

(

]

=

)

 

[M" 
lMS 
l' 

阿

E~>: 
tMS) 

匂

以
下

o
r
を
と
も
に

0

に
て
、
手

2
と
す
る
a
j

器
用
の
第
三
則
よ
り

M
M曽

ip--tmよ
り

( 

同
凹

) 

弘子
H

q

一MM
(叶

lSLJqd

諦

も (12)
疋の
な;有
る擾
己主
企展
を開
偲 f
定れ
すぽ

れ
I:f T

H

E

な
る
項
(
従
っ
て
い
問
、
吉
叫
(
八
。
)
を
合
む
項
〉
は
消
滅
す
る
。
モ
れ
故
残
飴
の

H
d
q
づ
が
い
づ
れ

也
八
号
な
る
と
安
「
丸
紅
、
ち
〈
{
}
司
品
a
E
V
A
-

J
と
が
単
調
な
る
こ
と
〉
を
仮
定
す
れ
ば
数
列
{
号
、
d

}

ほ

司
V
C
在
る
と
き
単
調
減
砂
、
由

V
C
た
る
と
き
車
調
増
大
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
利
子
李
鵬
貴
(
下
落
〉
に
際
し

τ産
出
量
の
時

、

問
形
態
は
下
方
(
上
方
)
細
川
刑
制
で
あ
り
投
入
量

ηそ
れ
は
上
用
(
下
ふ
さ
傾
斜
で
あ
る
o

q
v
o
kる
と
き
舎
も

V
P
号
、
ピ
ハ
司

を

F 

得
る
。
従
っ
て
会
業
者
活
動
の
軍
調
性
(
即
ち
数
列
記
谷
川
汁
}
(
叶
H

。
Lu
，



党
づ
利
子
率
の
孤
立
鍵
動
(
即
ち
第
す
ご
週
の
(
殻
想
)
短
期
利
子
車
若
〈
は
長
期
利
子
曜
の
与
が
麗
到
し
た
場
合
)
に
つ
い
て
考

へ
5
0
利
子
率
の
一
般
競
一
動
の
典
へ
お
放
果
は
弧
立
鍵
動
妓
呆
の
〈
日
成
と
し
亡
把
握
さ
れ
る
。

豆
、
利
子
率
と
鈴
剰
の
箆
牝

(a) 

短
期
利
子
葱
ん

の
弧
立
費
動

第

σ
遡
及
び
そ
れ
以
後
の
割
引
さ
れ
た
儀
剰
の
綿
和
(
印
ち
俸
制
の
費
本
傾
値
)
は

ぞ
れ
故
」
拘
引
l

H

E
と
す
れ
ば
‘

同

+
A
a

~~ぜ

IMa 
." 

を
以
て
典
へ
ら
れ
る

liMぜ

211MSl 
." 

lMぜ

IM拍

手p
llMぜ

IMS 

市

~~ぜ

~~凶

十

iMピ

IMS 
を

g~ぜ

1M悶

¥.....-' 

を
得
る
。
扱

M
M
N
S
V
D
(請
の
性
質
よ
と
で
あ
り

M
M
M
M
g
a
p
d〈
o
h代
用
第
四
則
よ
ー
で
あ

u

:

A

L

E

-

f

 

る
か
ら
、

o
が
E
友
る
と
き
第

σ
週
及
ぴ
そ
れ
以
後
白
倹
刺
の
資
十
伊
慣
値
は
減
少
し
、
。
が
負
な
る
と
き
増
加
す
る
。

仰

の

孤

立

時

四

動

長
期
利
子
率
γ
山

?lH週
の
長
期
利
子
重
動

F
h
m
m
i
b
と

す

を

d

そ

れ

薬

品

諸

島

へ

る

葉

は

消
費
者
活
到
と
企
業
者
活
動

第
六
十
二
審

第
四
披

司

王



、『ー

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
三
借

一

俸
四
櫨

~ 

/、

也Il~'
ト1""

llM3 
1許

制F

i;MS 
h 

IMS 

同

1
M
M
(
p
h
h
i
q
E
M
h
 

で
あ
る
。
捗
代
用
の
第
四
法
則
に
上
り
最
右
越
の
括
弧
の
中
は
負
で
あ
る
。
縫
っ
て

O

が
負
在
る
と
き
崎
加
す
る
。

が
宜
な
右
時
第

6

週
倹
刺
は
減
少
し

o

(a) (s) 

-
次
に
利
子
率
の
一
般
鐙
動
を
問
題
、
と
し
よ
う
。

短
期
利
子
率
的
一
般
向
型
動

L
L
F
 

今
各
週
知
期
利
子
帯
の
比
例
的
援
勤

J
I
-
-
H
屯

〔

hHH}
戸
田
・
・
冶
こ
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
が
弟

σ
調
一
位
同
剰
に
胤
ハ
へ
る
故
旧
対

L
F
J

っと

は

]
戸
印
)

ltda 
h 

K~ピ

ま1Q

で
あ
る

そ
オも
故

(11) 

を
刑
て人

て

~~ぜ

E~お

IMS 
h 

之町

旬

(
仰
し
』

fvMrG)

ダ



在
得
る
。

的
長
期
利
子
容
の
一
一
般
建

各
遡
長
期
利
子
事
同
盟
動
皮
を

、

動
L

P

H

D

 

H+ト
巴

ノ

(
時
日
H
u
-
-
-
-
-
J
Y
)

と
す
れ
ば
、
第

d

遇
飴
剰
の
礎
化
ば

(
H
A
F
)
 

iì~;> 
b 

E~~ 

白IÆ~.
"-'1 ;;" 

L 
h 

で

あ
る

(11) 

を
使
用
し
て

} 

を
得
る
。

)
 

c
 

i
 掠
代
用
の
第
一
Z

法
則
よ
h

で
あ

ら

(13) 

(14) ~~ぜ
よ 阜 、

り illXl喧

[~ぜ

!¥>. 

j:M誼

IM品

ト官、、
同

M
h
q
hぬ
何
千
百

H
M
R
M
M
M
d
q
H
d
旬
、
言
↓

puω

、M
H
M
m
w

(
H
印
)

L

(

凶

hraga)HldM守
l何
百
人

M
M
p
h
h
9
3
)

消
費
者
活
動
k
企
業
者
活
動

~~ピ

(ql
主

(
M
M
p
h
F
-
a
)

第
六
十
二
審

〆

〆

車
問
就

七



消
費
者
活
動
ξ

企
業
者
活
動

餌
六
十
二
巻

仰
の
中
開
設
及
び
右
号
展
開
す
れ
ば

i
E頃

(
川
町
ヤ
司
会
事
者
会
)
は
消
滅
す
る
。
従
っ
て
今
べ

=
二
回

第
四
腕

ハ、

を
得
る
。

震

の

M
M
F旬、
hFELtq)
が
凡
て

E
E事
を
仮
定
し
て
も
、
ぞ
れ
は
代
用
の
法
則
に
抵
鯛
せ
由
。
掠

T
H凶
い

M

M

¥

、、

弘

(
M
R。ふ川

と
沿
け
ば
数
列
{
L
可
。
}
(
、
t
c
p・
-
-
・
切
で
)

る
。
利
子
率
嬰
勤
に
闘
す
る
絵
剰
礎
-
動
の
時
間
形
態
主
求
め
る
事
は
、
数
列
{
九
割
、
q

}

礼
申
、

a
(
Q
H
P
Y
-
-
-
}
と

は
限
界
飴
剰
の
流
れ
で
あ

の
性
質
主
考
察
す
る
事
に
外
在
ら
向
。

主革

日
よ
り

hwv-在
る
と
き
は
号
、
。
VA}
九
割
、
ぜ
〈
(
)
で
あ
り
、
也
八
号
怠
る
左
吉
弘
明
、
。
〈
号
、
R
N

可
わ
vc
で
あ
る
か
ら
、
{
弘
明
、
与
が
単

調
な
る
事
を
仮
定
す
れ
ば
、
屯
〉
号
在
る
と
き
そ
h
w

は
単
調
減
少
、

qA
ハ
司
社
る
と
き
阜
調
増
大
と
在
る
。

資

本

語

M
z
r
M
R
L可

q

ふ
或
は
併
を
用
ひ
て
書
き
更
め
れ
ば

一
ベ
方
限
界
飴
剰
の
流
れ
の

(
H
A
M
)
 

[~ぜ

て

~~ピ

~~ピ

1;Mg 

IM事

♂ 
討
対

l 

リ
心
一
円
及
川
明
、
入
M
M
Uち
q

旬
、
品
目
)

E
の
最
右
越
の
括
弧
の
中
は
代
別
の
第
三
法
則
、
よ
り

O

で
あ
る
。
そ
れ
故
側
は

O

際
し
て
限
界
飴
刺
の
流
れ
は
下
方
或
は
上
方
傾
科
の
カ

1
プ
を
葦
く
が
そ
の
杢
限
(
資
本
一
慣
値
)
は
零
で
あ
る
。

陀
宮
守
し
い
。

卸
ち
利
子
準
の
騰
市
滑
に



六
、
齢
剰
の
流
れ
の
平
均
期
間
1
1
4
1
ム
平
均
生
産
期
間
の
擬
張

生
産
計
聾
の
緋
越
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
、
女
の
如
宮
晶
体
剰
の
加
重
苧
均
を
考
へ
る
。

(
H
4
)
 

L
U
M
g
v
E
H

寸志
E
M
F

分
母
は
明
か

K
除
剰
の
流
れ
の
資
木
慣
値
で
あ
り
、
分
子
は
割
引
せ
ら
れ
た
儀
刺
の
も
つ
時
間
的
距
離
の
総
計
で
あ
る
。
じ
た
が
っ

て
A

は
倹
剰
]
単
位
が
平
均
と
し
て
如
何
在
る
時
間
的
距
離
陀
も
名
か
を
表
現
す
る
。
即
ち
飴
剰
の
流
れ
の
平
均
期
間
で
あ
る

FJ

之
は
ベ

1
ム
の
平
均
生
産
期
間
の
繍
張
概
念
と
考
ヘ

4
れ
る
。
相
時
五
口
々
は

A

E
周
ひ
て
利
子
率
費
動
の
生
産
構
造
比
興
へ
る
N
W
響

'
E分
析
す
る
の
で
あ
る
が
聞
は
利
子
率
の
商
雲
仙
る
割
引
因
子
を
含
む
か
ら

L

利
率
愛
一
勤
に
基
く

A

の
賢
一
割
は
純
粋
に

v
h
p

費
動
を
一
不
す
も
の
で
は
-
泣
く
、
附
加
的
要
素
と
し
て
割
引
因
子
の
鐙
動
に
基
〈

A
の
襲
勤
を
も
含
む
こ
と
と
な
る
の
そ
れ
故

Y
白

の
費
動
の
み
を
抽
間
す
る
矯
忙

A

算
問
の
ウ
ェ
イ
ト
と

時
盟
化
と
無
関
係
左
此
の
後
の
要
素
を
衿
象
し
て
九

し
て
用
び

Z
A討
利
子
率
費
動
比
も
不
拘
、
一
定
と
す
る
事
と
す
る
。
従
っ
て

の
費
動
に
恭
く

A

『¥4例ぜl

守 I~~ぜ

七

(16) 

よ
り
y、
J口

事
項
は
零
で
あ
る
由、}

ら

消
費
者
活
動
、
と
企
業
者
活
動

第
六
十
二
巻

豆王

第
凶
披

:tc 

‘ 



• 

消
費
者
活
動
k
企
業
者
活
動

第
六
十
二
巻

大

も

第
四
掠

四
O 

M
-きて
q

E
M
-い川
γー
ー

ー

M
R示

。

日

。

、

を
得
る
。
分
母
は
飴
剰
の
性
質
よ
り
必
占
r
E
で
あ
る
か
ち
、

RE
の
正
負
は
分
子
の

E
負
に
一
致
す
る
。
然
る
に

M
を
周
ひ

τ

〆

M
色
気
同
日
屯

JMUqRM町民
MMNJ-F旬
、
富

。H
G

、

a

H

O

E

戸町制

e

A

F

目

印

刷

句

"

時

H

也

(
M
M
M
M
主』

vtR」

U
L
E
)

，。目。札
H
u
h
則。匂
4

ゅ

、

J

，

、

と
の
最
有
遜
の
括
弧
の
中
は
必
ー
干
負
と
怠
る
一
何
?
と
在
れ
ぽ
安
定
一
保
件
」
り

F

の
二
次
以
上
の
背
皮
小
行
列
式
は
す
べ
‘
て
負
で
あ

る
か
ち
、

F

と
二
弐
以
上
の
首
庄
小
行
列
式
と
の
比
は
何
れ
も
一
此
で
あ
る

G
d、
れ
故
ヤ
コ
ピ
の
定
理
主
用
び
て

同

1
5
H
-
m
z
h
z
一

(

同

喧

)

叫

γ
、
古
一

h

f

l

p

一
旬

V
Z
町
U
4
H

は
何
れ
も
正
と
な
る
。
但
し
附
の
最
後
の
行
列
式
は

F

低
い
小
相
反
行
列
式
で
あ
る
。
文
は
二
衣
形
式

(
]
{
∞
)
 

、

の
相
反
行
列
式
に
於
て
一
釘
一
一
列
を
除
ふ
た
小
行
列
式
よ
り
更
に
一
夫

ibMぜ

j:MES 
1Mゼ

~M. 

『lp



e 

に
於
て
苫

(
t
u
F
F
i
-
-
J
S
h
h
H
P
]
f
i
-
-
-
ふ

に
、
一
止
定
形
で
あ
る
と
と
を
一
手
。
や

J
l
F
Z」
で
あ
る
か
ら
一
五
形
式

の
少
く
と
も
一
つ
が
零
で
あ
り
、
且
つ
全
℃
が
同
時
に
零
な
ら
ざ
る
場
合

M
M
M
M
3
d
F旭川

は
苦
が
右
の
保
件
を
繭
す
・
と
き
負
定
形
で
あ
る
。
抹

g
n
Jお
』
ポ
と
者
け
ば
主

H
C
で
あ
る
。
そ
れ
故
仙
刊
の
括
弧
の
中
は
負

は
飴
剰
の
流
れ
の
苧
均
期
聞
を
必
中
短
縮
(
延
雲
'
ず
る
。
此
の
鮪
の
解
析
に
於
て
ヒ
ッ

と
な
る
。
即
ち
利
子
率
の
騰
貴
(
下
落
)

ク
ス
は
手
向
か
っ
て
ゐ
る
。
(
勺
・
ω
回∞)

， 

、
七
、
貨
暢
及
。
誼
舞
の
需
要

以
上
に
よ
っ
て
濠
州
投
入
景
縫
っ
て
鈴
刻
、
の
決
定
及
び
そ
の
鑓
動
機
構
が
分
析
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
乍
ら
そ
己
比
企
業
の
貨
幣

及
び
誇
努
需
要
の
問
題
は
取
扱
は
れ
中
に
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
問
問
に
封
ず
る
ヒ
ッ
ク
ズ
の
按
近
は
企
業
を
も
狽
立
の
仰
人
と
考

へ
、
て
、
そ
の
配
営
計
章
を
個
人
の
支
出
計
書
と
同
様
に
取
扱
ふ
事
で
あ
る
ロ
(
唱
回
自
)
然
し
乍
ら
企
業
K
於

τは
(
個
人
の
支
出
計
置
に

於
て
拠
揮
磁
敢
が
演
じ
る
如
き
)
町
営
計
書
編
成
の
基
準
が
存
布
し
な
い
。
従
っ
て
配
営
政
策
は
一
勝
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
考
へ
る
他

は
な
い
。
屯
阻
止
)
上
し
さ
う
し
た
所
で
品
川
問
題
は
時
四
る
o
m田
保
資
金
は
決
定
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
此
の
費
余
が
如
何

在
る
形
態
に
於
て
企
業
内
に
保
留
せ
民
れ
る
の
で
あ
る
か
。
貨
幣
需
要
詮
家
需
要
の
問
題
は
品
川
も
未
解
決
で
あ
る
。

此
の
他
在
ほ
一
二
ユ
あ
鮪
忙
於
て
ヒ
ッ
ク
ス
の
悶
式
は
批
判
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
積
悦
的
展
開
の
途
失
に
於
て
取
ト
一
る
事

'r
すメる。

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

帝
大
十
一
一
巻

七

第
四
披

四



消
費
者
活
動
主
企
業
者
泊
朝

第
六
十
ニ
巻

戸、

第
四
掠

国

第
四
部

積

極

的

際

関

そ
の

一
、
生

産

函
ド
敷

上
越
の
如
く
ヒ
ッ
タ
ス
は
生
産
の
技
術
的
制
約
を
只
一
つ
の
生
産
函
数
を
以
て
表
現
す
る
。
印
ち
そ
れ
は
毛
の
元
た
る
第

0

迦

か
ら
第

ν
遡
に
至
る
迄
の
産
出
量
投
入
品
阜
の
聞
の
相
閥
ベ
係
主
陰
伏
的
に
規
定
す
る
別
。
而
し
て

w
ν
M
は
生
産
期
間
を
表
す
と

同
時
に
生
産
計
書
期
間
を
表
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
乍
ら
奥
時
的
代
用
補
完
の
設
明
川
及
び
ベ

1
ム
平
均
生
産
期
間
概
念
の
批
判
に
際

し
て
、
新
生
産
行
程
の
建
設
を
云
々
子
る
と
き
伎
が
暗
燃
の
う
ち
に
構
戒
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
出
畿
の
時
鮪
を
異
忙
ず
る
多
く

の
生
産
函
数
主
有
す
る
生
産
闘
式
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
於
て
は
計
蓋
期
間
と
生
産
期
聞
と
は
必
宇
し
も
一
致
す
る
必
要
が
な
く
な

る
。
と
と
に
新
生
産
行
程
と
は
狗
立
の
新
企
業
の
設
五
の
み
を
一
云
ぶ
の
で
は
-
な
い
。
既
に
設
立
せ
ら
れ
も
凡
企
業
に
於
て
も
ホ
来
の
生

産
行
程

ι作
業
的
に
飴
り
濡
按
で
在
い
行
程
が
開
始
せ
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
新
行
視
と
見
倣
苫
れ
得
る
。

Q
U
H
H
)

く
生
産
同
教
を
定
義
す
る
。

私
は
女
の
如

L
T
(
J
M
l
a
u
3
m
l
宅・
1
・:、

p
w
h
i
p
f
N
L
E
-
-
:
J
E
V•• 

、h
R
H

何

)
H
b
o

E
と
に

e
は
生
産
行
程
が
結
了
す
る
週
を
表

L
、

R
V
は
正
友
る
時
か
か
る
生
薦
行
程
よ
り
第

z
週
忙
産
出
せ
ら
る
る
生
昆
物
の

景
E
、
負
左
る
時
此
の
生
産
行
程
に
劉
ん
第

E

週
忙
投
下
せ
ち
る
a
A

生
産
財
の
賓
を
表
す
も
の
と
す
る
。
。
は
生
産
期
間
を
示
す
。

は
内
〈
C

な
み
時
既
知
数
で
あ
る
。
女
に
右
謹
は
生
産
パ
ラ
メ

l

グ

1

( 

同

) 

(
向

H
p
y
-
-
L
)

零
怠
る
時
は
瞬
間
生
産
で
あ
る
。
ふ
す
l
q
h肌
町
仇
向
)

で
あ
る
。
之
は
生
産
主
槻
た
る
各
企
業
者

ιと
っ
て
同
有
注
る
大
き
さ
を
と
る
。
私
は
そ
の
具
鰭
的
な
内
容
と
し
て
企
業
者
の
経
管

能
力
を
考
へ
よ
う
と
泡
ふ
。
即
ち
b
仰
の
大
な
る
程
経
憐
能
力
は
大
で
あ
る
仰

掠
生
産
函
教
の
形
は

e 

の
異
る
時
、
異
る
と
考



へ
で
も
よ
い
か
ら
、
生
産
方
法
の
礎
化
を
取
扱
ふ
事
が
出
来
る
。
生

I

産
方
法
の
愛
化
に
臆
じ
て
生
産
期
聞
が
援
化
す
る
場
合
に
は
、

生
産
矧
闘
を

h

で
表
せ
ば
よ
い
。
今
は
生
産
期
間
を
不
授
と
考
へ
る
。

， ， 

と
こ
に
生
産
期
間
と
は
生
産
財
の
最
初
に
投
下
さ
れ
た
時
か
ら
最
初
の
生
産
物
が
産
問
ず
る
迄
の
期
間
で
は
な
〈
、
投
τ卜(斗古一財

の
金
刑
役
が
生
産
物
に
成
熟
し
切
る
迄
の
期
倒
で
あ
る
。

川
門
生
産
間
数
町
陰
伏
表
示
陀
闘
し
で
は
背
山
教
授
の
批
判

1
i
ヒ
フ
ク
ス
町
生
産
醒
論
経
済
論
議
第
五
大
巻
第
四
号
七
四
頁

i
ー
が
あ
る
が
今

は
此
の
献
に
は
立
入
ら
向
。

問

生

産

函

数

仰

に

於

て

山

市

mhn
で
H
凶
日
♂

K
I
n
s
-
-
i
L
)
品
川
正
な
る
事
を
但
定
す
る
。
即
ち
他
の
傑
件
同

L
て

一
様
な
る
と
き
、
生
産
物
の
噌
産
若
〈
位
使
用
生
産
財
の
節
約
に
は
よ
り
大
な
る

b
刊
を
要

L
、
生
産
物
の
減
産
若
〈
は
使
用
生
産
財
白
浪
費
に

は
よ
り
小
な
る
同
"
に
て
可
な
る
事
を
偲
定
ず
る
。
従
ワ
て
同
何
回
大
小
を
担
骨
能
力
の
大
小
を
以
で
意
味
付
け
得
る
。
組
静
能
力
が
一
定
な
る

限
り
生
産
規
模
を
任
意
に
撒
大
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
任
意
町
大
さ
町
、
に
闘
し
て

」

E
t
h
h
L
k
b
L一:・・

i
-
h
N
S
M
)
U
F

は
成
立
た
た
い
，
即
ち
生
産
函
数
は
牢
女
の
伺
衣
菌
数
で
は
な
い
。

=

、

涜

動

世

函

数

ケ
イ
ン
ズ
に
従
へ
ぼ
企
業
の
貨
幣
需
要
の
動
機
は
替
業
動
機
、
晴
朗
備
的
動
機
及
び
投
機
的
動
機
に
分
た
れ
る
。
明
此
白
、
事
は
、
貨

幣
が
之
等
の
諸
動
機
を
満
足
す
べ
雪
機
能
、
卸
ち
流
動
性
主
持
っ
て
ゐ
る
事
を
示
す
。
と
こ
に
流
動
性
と
は
取
引
上
の
諸
困
難
或
は

偶
議
事
、
或
は
不
況
等
へ
の
週
聴
力
主
一
広
ふ
。
然
し
乍
ら
流
動
性
は
貸
幣
に
の
み
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
流
動
性
に
は
絶
劉
的
な

標
準
は
な
く
、
種
々
の
形
態
の
慣
は
、
そ
れ
が
寓
た
る
限
り
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
の
保
有
が
将
来
の
購
買
力
主
保
諮
て
る
も
の
た
る

限
り
、
何
等
か
の
程
度
の
流
動
性
を
持
つ
必
然
し
乍
ら
尚
品
の
持
つ
流
動
性
は
無
視
す
べ
き
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
.
我
々
は
企

第

六

十

=

密

四

三

消
費
者
活
動
主
企
業
者
活
動

ブL

第
四
腕



消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動
一

第
六
寸
=
巻

凹
O 

第
四
披

kqE 
は
貨
幣
及
v:: 

業
の
流
動
怜
を
手
持
現
毎
及
び
譲
位
悼
の
旦
阜
の
函
教
と
者
へ
得
る
。
扱
企
業
の
流
動
性
。
皮
盛
を

ψ

'
と
す
れ
ば
、

詮
家
の
購
買
「
力
に
も
依
存
す
る
。
そ
れ
故
(
議
想
)
償
格
、
、
(
強
想
)

教
と
し
て

利
子
率
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
た
貨
幣
及
殻
券
の
手
持
慢
の
函

。ι

が
規
定
さ
れ
る
。
印
ち

も
山
岳
、
(
弓

S
E
r
-回

目

・

J
G
Oさ
ハ

2
9
-
3
t
a

ヨ

hfusa-Pき

-
J
M
v
z
ι
1
T
I
P
i
-
j
h
)〆

で
あ
る
。
ヤ
ム
を
流
動
性
関
数
と
呼
ぶ
事
と
し
よ
う
。

周
知
の
如
く
、
ヶ
イ
Y
ズ
は
流
動
性
選
好
両
教
を

''h 

刻
。

ト

E
H
h
(司
)

の
形
に
於
て
興
へ
て
ゐ
る
。
仰
と
と
に

ー
は
利
子
率

で
あ
り
、

は
留
保
貨
幣
高
で
あ
る
。
掠
上
述
の

と
如
何
な
る
聞
係
に
あ
る
か
。
先
づ

L

を
陰
伏
函
教
の
形

を
得
る
。
次
に
宅

H

叫
怠
る
場
一
合
、
即
ち

同

v

は
此
の

L

K
改
め
れ
ぽ

』
日
v

ポ(民同
)

H

{

}

晶、
(
H
9
9
u
H
O
M
-
-
:
J
Eど

D
O、
:
:
J
3
ε
』
封
書
官

z
i
-
-
J
』
u
E
」
『
ピ
計
一

:
-
J
ト
)
H
吋

(

凶

)

E
y
t
り
、
之
を
陰
伏
函
数
民
国
型
形
し
て

必
も
吋
(
お

DOw--:
・J
g
さ

h
吋

H
O
M
-
-
W
3さ
可

さ

-J
』

J
E
L
F
-
-
-
-
J

』

1
1
)
H
C

を
侍
る
o

刊
に
於
て

T

は
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
マ
あ
る
。
引
ち
企
業
の
保
持
し
よ
う
と
す
る
流
動
性
の
度
盛

7

が
異
る
に
つ
れ

(
無
差
別
流
動
性
超
曲
間
)
の
形
は
異
る
。
之
忙
封

L
て
ケ
イ
ン
ズ
の

L

「

説

明

)

'PT 

陀
於
て
は
一
定
の
流
動
性
を
興
へ
お
如
き
利
子
寧
と
貸
幣
保

有
高
生
」
の
閥
係
が
示
さ
れ
る
。
異
る
流
動
悼
を
得
ん
と
す
れ
ば

般
化
す
れ
ば

r
ム」

M

と
の
閥
係
は
具
ら
ね
ば
な
ら
左
い
。
従
っ
て
針

を

(
訓
示

X
)

』「

(
h
H
h
H
)
H
C

ポ
符
ら
れ
る
。
揖
門
と
内
と
を
比
較
す
れ
ば
、
門
が
内
の
蹴
一
掛
川
露
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

邸
ち
私
の
流
野
判
函
数
は



¥ 

ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
明
選
好
函
教
と
本
質
的

ι異
る
も
の
で
は
な
い
。

同

骨

肉

4
5
r
J門
官
。
0
5
2ご
Z
2『

L
F己主
0
1
g
E
F
E昨日』℃
E
E向。ロ
4
]む
日

O

H】
-
H
4
0

冨田
l
g『

HEn凶

U

U噌
闘
し
曲
。

l
M
A榊
戸

同
ヴ
酌
品
、
日
以
同
合
∞

(8) (2) (1) 

手団

潤
(1) 

第

E

遡
に
於
け
る
責
主
商
よ
り
或
る
金
商
民
主
減
じ
た
も
の
は
肥
常
若
〈
は
役
員
賞
典
左

L
て
此
の
企
業
陀
参
加
し
た
家
計

咋
分
配
せ
ら
れ
る
。
之
を
利
潤
乃
至
所
得
冒
と
呼
ぼ
う
。
と
と
に
以
は
生
産
財
の
購
入
等
に
使
用
せ
ら
れ
る
、
即
ち
比
の
生
斑
に
於

d

週
に
企
業
が
負
携
す
る
経
費
で
あ
る
。
そ
れ
故
第

E

週
に
於
け
る
利
潤
を
凡
と
す
れ
ぽ

て

第

(

臼

)

同

E~~ 
!::o 

IMi 

民
(

内

H
P
H
1
・・4
J
℃
)

』
戸
+
阿
川
口
旬
。
ピ
+
(
』
十
町
下
+
】
)
主
ピ

で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
払
は
一
国
経
費
で
あ
る
が
他
聞
に
於
て
資
本
と
見
る
事
が
附
来
る
。
剖
ち

M
は
前
期
、
占
り
の
練
越
利
益
:

余
し
し
合

U
て
一
部
は
生
産
財
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
時
間
僚
は
後
期
線
越
利
A

借
金
?
と
し
て
失
明
に
繰
越
さ
れ
る
。
操
越
金
を
一
定
と
見

れ
ば
品
の
大
な
る
程
生
産
活
動
は
大
規
模
と
左
る
。

M

叫
が
零
な
る
時
質
上
高
の
全
額
が
出
来
計
比
他
分
担
せ
ら
れ
る
が
、
生
産
活
動

ば
前
期
繰
越
金
を
喰
び
つ
ぷ
ず
か
借
入
れ
を
行
は
な
い
限
り
停
止
す
る
。
捗
利
径
金
の
繰
越
は
凡
て
現
金
若
く
は
詮
拍
悼
の
形
で
行
は

， 

れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
企
業
に
針
し
て
状
支
均
等
の
傑
件

内
十

q

f
E
E
E
-
-
+
R
l
M
H
U
M
f
i
s
n
 

ム
袖

H
H
N十
凶

何

M
内

¥J合、

酔
) 

T
U
P
凶

1

・・
j
y
)

f 

j 

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動
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六
ナ
ニ
巻

gg 

第
四
韓
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消
費
者
活
動
主
企
業
者
活
動

第
六
十
二
容

国

帯
四
腕

マ
ヰ
ミ

町
戸
」
ノ

{
周
目
}
(
向
日

P
戸

:
-
L
十
回
)
の
資
本
債
値
は
仰
を
考
慮
す
れ
ば

が
成
立
す
る
。
而
し
て
此
の
繰
越
さ
れ
る
現
金
若
く
は
詮
品
俸
が
企
業
の
流
動
性
を
保
詮
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

捕
時
利
潤
の
流
れ¥ 

( 

。可

一
叫

P
T
M一一肘恒常

MRIP-lait-G!??L

と
左
る
c
(
P
H
F
L
は
前
、
遡
の
利
子
翠
)
を
考
慮
す
れ
ば
長
期
利

T
率
で
割
引
せ
弘
れ
た
利
潤
の
流
れ
の
資
本
償
値

と
L
て

例

L
g
一
同
ヒ
も
の
担
得
る
。
私
は
企
業
者
荷
動
の
基
準
と
し
て
、
利
潤
の
資
木
慣
似
品
川
白
樫
大
主
'
と
る
と
と
と
す
る
。

ヒ
ァ
グ
元
利
潤
概
念
の
批
判
に
闘
し
て
位
、
青
山
教
授
前
掲
諭
丈
士
一
一
頁
参
照
。

F
刊
誌
一

〆4

四 (1)

生
産
計
章
の
決
定

r
を
保
も
つ
L

(
そ
の
決
き
さ
は
企
業
者
の
グ
イ
ア
に
よ
ワ
て
定
き
O
)

生
産
の
技
術
的
制
約
(
一
定
の
掴
昔

前
力
、
奥
引
ら
れ
た
生
産
方
法
v

目
下
に
牝
支
均
等
の
保
件
に
従
ぴ
乍
ら
、

動
を
瞥
む
と
考
へ
る
。
ぞ
れ
故
主
隠
的
均
衡
保
件
は
補
助
間
放

企
業
者
は
一
定
の
流
動
性

利
潤
の
流
れ
の
資
本
償
値
を
模
大
抵
ら
し
む
る
如
く
生
産
活

(

晶

)

R 
IMl 

p 
+ 
1Md 

b 

可

+ 

/ 

十

M
F
P

一fM
M旬、

MhINI--(EE--

一

械
大
の
必
要
保
件
、
即
ち



( 

‘耳
、)

~同国戸『崎、

埼"ヘ公+ "，W: 
，~土

li -土ー、 l 、J

定 ，"υP
p ~ :.. 

H 人
司」点、
=十

H 
・

'" 
11 

司
宅
待

「
内

H
P
H
u
a
-
-
司
で

一

向

H
?
?
?
回

、

.

也

?
+
a
(
内
+
、
WMU

{
回
「

ι
作

雌

蕊

内

十

R
H
Hて
)

、
-
N
H
p
p
t
・-
h

f
h
川

日

目

+h，HWEi--}
お

、

、

がで
決あ
定る
苫 。

れ(l)

そ (2)

捗 (4)

智" (7) 婦

はよ(
骨l り r
91 ~貫主
さ 格ご
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国
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M
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十
羽
入

pyh)鈴

之
に
問
主
代
入

L
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(
日
号
)

!~ぜ

~~ .. 

(

唱

)

及
v' 

~!~ 
'" 1内 I

11 

一-"" 0 

(
内

1
q
)

(
内

H
C
)

か
一
川
ふ
れ
ば
品
川
は
ね

c
f
忙
等
し
く
社
る
。

向
の
右
謹
は
零
、
従
つ

J
L
N
C
H
(
)
と
な
る
。

、、

そ
れ
故
M
叫
が
利
潤
の
資
本
慣
位
主
極
大
な
ら
し
む
る
如
く
趨
肱

L
得
る
揚
〈
H

に
は

か
か
る
場
合
に
は
均
衡
保
件
ー
と
し
て

消
費
者
活
動
主
企
業
者
活
動

第
六
十
二
容

四

第
四
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消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

停
六
十
ニ
器

四
四
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四
貌

四
八
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寸
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ぬ
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Z
U
交
明
『
h

(

同

H
p
p
i
-
-
u
s

向

H
b

内

I

十
戸
・
:
・
、
町
十

q
)

、、

を
得
る
。
即
ち
牧
支
均
等
の
依
件
山
町
ほ
企
業
者
拍
動
の
拘
束
保
件
と
は
な
ら
や
、
湾
出
投
入
に
閲
す
る
均
衡
僚
件
は
ヒ
ッ
タ
ス
の

導
出
し
た
も
の
と
な
る
の
足
斯
く
の
如
〈
資
本
不
足
で
あ
る
や
否
ゃ
に
よ
っ
て
均
衛
の
燦
件
は
異
る
0

1

摺
保
資
金
泌
が
利
潤
極
大
の

，
r
 

原
理
と
は
濁
立
に
惰
伯
或
は
慣
習
等
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
場
合
も
亦
一
種
の
(
主
湖
的
)
資
本
不
足
で
あ
る
。

g

π
は
流
動
性
の
限
界
放
率
(
利
潤
力
)
で
あ
る
。
此
の
事
は

ぜ
+
周

白

V

一pi町
巴

A川

川

向

r
M
M司

法
一

M
民
r
M
F
I
R
m
)
市「

。

】

「

?

"

。

怯

H同

?

1

c
司

同

H

H

O

a

t

-

王E
K亡

k
m
仰
を
代
入
し

自

(】号、)

[~マ
IMH 

及
てF

白

』

比

『

内

〉

骨
『

t

限
界
殺
端
で
あ
る
。
」
喧
常
企
業
の
流
動
性
の
増
大
は
利
潤
を
減
せ
し
め
る
か
ら
、

(

内

u
p
r
i
-
-ノ
モ
)

を
用
ふ
れ
ぽ
{
梓
易
比
詮
明
出
来
る
。
同
様
に
し
て
比
は
経
営
能
力
仏

の

肖
八
号
又
』
む
〉
司
な
る
仮
定
よ
り

P
〉
号
で

あ
る
。次

に
安
定
傑
件
を
求
め
よ
う
。
的
よ
り

傘
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!叩 l自
21M何 1~凶

ZLM清まう
た 三 、 司J泊
る":i喝

己:Eト〆ぬ
偏
向

~， 
崎 m
吋

へ
同

1
p
-

向日

P

F
・-也、

k
l
p
H
i
j
s
、
四
日

/
を
得
る
。

戸

同

也

:
:
J
Hに
吋

ヨ
ン
ゼ
ナ

チ
オ
ン
に
於
て
貯
が

( 9) 

(10) 

及
び

叶

H

向

i
p
向

l
q
+
r
i
-
-
J

向
)

(ロ

)
l
M
Y
M
Z
J
F
|ぬ

品
川
N
1ア
吋

何

日

向

に
よ
っ
て
傑
件
付
け
ら
れ
た
近
傍
の
中
で
負
定
形
で
あ
る
た
ら
ば

g
u
d
v

を
血
〈
へ
る
鮪
で
あ
る
。
今
川
州
仰
の
主
主
夫
々
、
、
夫
、
足
、
に
て
表
し

M
4、+
『
喝
、
十
一

M
n目黒
H
O

L
U
S
T
H
+
F
L
 NH向

l
p
M
L室
内
同
日

ヨ

y
ピ
ナ
チ
オ

y
は
利

申潤
の
流
れ
の
資
本
債
位
。
極
大

-

(

同

国

)

を
考
へ
る
。

仰
に
於
け
る

L
P
L
E自

L
a
v

(
ι
H
P
ω
 

~ 
w 

句

u
p
]
{
v・
i
・
-
唱
で
)

σ〉
係
数
を
ふ
と
し
よ
う
。
但
し

今大(か N 

二十まか ι
女雇(主)る ) 
形に (12)
式一方冬白な

腕 τr る
25 に場

主義雪合
買件よ向
)左弔 11

極ミー
大が目
白鳥 c

充吾あ叩

課長弓
件 な河
はる耳m

年事 r
~ 1i:: d 
「山

ぁ zzzf
Z在
L 件
?とと は

の
二
つ
以
上
を

充ば 同
議均時
持ミ』亡
には。

誓(9) z く10)な
九eli5b 
訂白レ

正下
¥しに

ι吟

2五
度定
νて 汗主

-('、

あ
る

め
ざ
る
如
き
任
意
の
数
と
し

し

τ仮
定
す
れ

か
前
者
は
樫
者
の

消
費
者
情
動
と
企
業
者
活
動

g 

事
六
十
二
審

四
五

第
四
披

四
九



消
費
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企
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活
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十
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の
係
数
の
作
る
行
列
式
を
一
喝
?
三
女
形
式

九

M
M
M
M
b刊誌
L
A
H

の
係
教
の
行
列
式
を
一
『
何
一
九
」
し
、
す
唱
一
及
び

-pi万
一
を
以
て
一
哩
デ
-
H
1
n
一
の
各
行
に
夫
々

F

1
を
乗
じ
た
行
列
式
を
表

す
己
・
?
と
す
れ
ぽ
安
定
保
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は
但
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下
位
向
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を
一
室
に
縁
付
け
た
行
列
式
d
の
三
次
以
上
の
肯
康
小
行
列
式
が
ふ
を
同
時
比
二
つ
以
上
O
な
ら
し
め
ざ
る
如
き
任
意
の

F
y

p

陀
劃
し
て
常
K
負
在
る
と
と
で
あ
る
。
拡
司
〈

Ar
存
〉
号

(
m
u
p
p
i
-
-ヨ
モ
)
で
あ
る
か
ら
安
定
僚
件
よ
り
!
一
喝
一
を
臼

で
縁
付
け
た
行
列
式
の
三
次
以
上
の
首
座
小
行
列
式
は
交
互
に

E
負
、
一
町
d
-
E
U

で
縁
付
け
た
行
列
式
の
そ
れ
は
い
づ
れ
も
負

〈

で
あ
る
。
，
と
く
に

m
k於
て
仇

H
O
な
呂
場
合
、
即
ち
仰
が
企
業
者
活
動
の
拘
束
僚
件
と
な
ら
な
い
場
合
が
ヒ
ッ
ク
ス
の
持

(
同

た
安
定
保
件
で
あ
る
。

d
k
於
け
る
ふ
の
余
困
放
を
h
M
3
d
の
元
肥
関
す
る
倹
関
敢
に
し
て
、
d
か
ら
一
克
れ
を
含
む
市
内
と
冗
叫
下
色
合
む
行
と
を

除
い
た
も
の
を

k
F刊
と
す
る
。
安
定
保
件
よ
り
か
』
刊
に
閲
し
て
次
の
一
ニ
則
が
成
立
す
る
。

( 

戸

) 

h
m
U
H
h吋
a
h

，~ 

H 
戸

) 

ー品同
l
v
v
q

(
E」

l
M
M
M
M
M
M
N
γ
ザ
や
八
-

(

崎

町

、

H
0・H

な
る
と
き

F

。
H
O
で
あ
る
。
仰
し
ご
司
の
融
和
は

O

か
ら

ν
迄
と
る
)
己
己
に
か
は
少
く
と
も
一
つ

0
で
あ
り
、

全
て
が
同
時
に

0

左
ら
ぎ
る
任
意
の
教
で
あ
る
。

亙
、
倒
格
闘
坦
動
の
ス
ル
ツ
キ

l
方
程
式

慣
格
費
動
の
貨
幣
・
詮
券
需
要
量
或
は
産
出
(
投
入
)
資
忙
奥
へ
る
妓
泉
主
分
析
す
る
。
先
づ
炉
泊
予
』
町
内
は
一
定
で
あ
る
か
ら
仰

向
山
叫
土
り
夫
々

(
H

∞) 
市
、
ト
。

(]E) 

[Mぜ

KM担

町、

(
伺
し
季
一
た
H
I
-
-

叫
c

r

F

h

b

b

h

R

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
二
巻

四
七

第
四
腕
J

五
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側

m
m
の
左
迭
の

wm数
が
つ
く
る
行
列
式
J
a
J

は

4

忙
等
し
い
。
モ
れ
故
か
か
る
ω
J
F
P
忙
謝
し
て
ふ
白
二
つ
以
上
が
同
時
に

0

1

U

1

旧
を
満
足
す
る
。
今

r
¥ 

で
あ
る
か
ら
、

比
於
て

r川
副
書
、

『

H
H

P
H
F、
と
買
い
た
も
の

で
な
い
た
ち
ば

r
の
絵
図
数
比
前
越
の
法
則

， 

忙
於
て

bn 

h
M
r
p
k
相
針
路
ず
る
齢
悶
数
主
夫
々

h
、Mr

仏
、
幻
"
と
し
、

h
h

、"
以
下
向
日
し
円
削

、‘、"。t
5
1
m
 

〕刈
l
J
H
除
去
吋

と
す
れ
ば
、

日一

w
mげ
を
解
い
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(
]
由
)
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L
M
4リ
M
M
m
ふ
宇
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+
羽
(
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M
M雲
Zd
ぎ
)
N
H
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+
制
(
|
河
川
明
悩
?
と
も
2
)
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京
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i自
民
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弘
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岡
山
れ
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を
得
る
。
掠
帆
日
刊
号
}
同
な
る
と
き
之
内
川
L
F
h

で
あ
り
:
目
戸

p
i
-
-
J
S
怠
る
と
き
向
〕
L
R
V
川
弘
主
で
あ
る
か
ら
、
四
は

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
二
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凹
タL

昨
四
競

主



消
費
者
活
動
主
企
業
者
活
動

債
格
費
動
に
闘
す
る
生
産
計
聾
費
動
を
表
示
ノ
最
も
基
本
的
在
方
程
式
で
あ
る
。
第
一
行
は
債
格
闘
盟
動
に
伴
ふ
流
動
性
の
同
型
化
及
び
貨

質
資
本
の
嬰
化
が

M
h
a
k
奥
へ
る
故
田
市
《
流
動
性
致
果
、
及
明
暗
宜
中
投
某
)
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
行
は
夫
々
貨
幣
及
び
詮
且
悼
の
限
界
流
動

性
の
変
化
が
興
へ
る
故
田
市
(
相
叫
副
読
動
性
役
き
で
あ
る
。
更
に
第
四
第
五
行
は
相
封
債
格
の
捷
動
に
基
く

ε仰
の
竣
動
量
を
一
F
A
9
。

斯
く
の
如

t

〈
貨
幣
及
詮
券
側
の
事
情
主
考
慮
す
る
事
忙
よ
り
摘
劃
債
格
の
援
動
の
興
へ
る
放
巣
以
外
の
放
果
主
取
扱
ム
事
が
出
来

る
。
と
の
事
は
直
接
江
産
出
(
投
入
)
爾
数
の
零
共
同
女
性
の
問
題
忙
関
聯
す
る
。
議
想
蛸
力
性
ー
な
る
償
格
の
比
例
愛
動
の
如

〈
、
相
封
慣
格
は
不
獲
で
債
格
媛
動
が
間
早
E
Y
ミ
ナ
ん
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
相
劉
債
格
の
影
響
の
み
を
考
察
す
る
立
場
に
於

て
は
、
迭
問
(
栂
丈
)
量
は
不
麹
で
あ
り
、
産
出
(
投
入
)
函
数
は
偵
格
に
関
し
て
零
弐
の
同
衣
菌
数
と
た
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
に
於
て

代
用
の
第
一
一
一
法
則
が
此
の
零
一
夫
同
女
性
を
表
現
し
て
ゐ
る
。
此
の
賄
更
に
立
入
っ
て
分
析

U
ょ
う
。

六
、
ル
E
4
ス
分
解

1
J
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f
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消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

1
?

第
六
十
二
審

五

事
問
競

五
六

を
得
る
。
而
し
て
之
は
聞
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
号
炉
陀
等
し
い
え
詩
明
暗
)

車
悼
の
需
要
費
動
が
産
問
(
投
入
)
景
に
輿
へ
る
抜
目
前
主
表
す
。
今
、

消
え
る
@
此
の
場
合
、
慣
格
暗
闇
想
卵
力
栓

E

1

九
時
刊
日
申

第
吋

11 項
P は
H 資

本
主主
主匹、き 4

(;)E|γ そ
零 11 と第
と l す二
在、|会れ項
ZHト tr は

1 、ι 貸
之幣

;音量~p 
ち

と
し
て
償
格
の
比
例
措
置
動
を
考
へ
る

ι、
更
に

震
[HJ凹

即
ち
各
生
産
行
程
に
封
ず
る
紹
替
能
力
の
相
世
界
故
率
の
費
動
が
比
例
的
な
れ
ば
、

岡
教
は
債
格
に
闘
し
て
零
衣
伺
共
闘
教
と
た
る
。

貨
幣
及
詩
努
需
要
の
鍵
動

慣
格
闘
盟
動
に
閲
し
て
産
出
(
投
入
)
量
は
い
づ
れ
も
不
捕
監
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
凶
に
於
て

L
h
L
m
H
u
d
(
伺

u
p
p
i
-
-
w
ロ

何
日
向

I
q
u
i
-
-
u
旬
、
何

H
P
]
F
i
-
-、
モ
)

ム
」
置
い
た
も
の
及
び
ぽ
よ
り

(
F
T
(
l
M
M
3
?
U
T
V
M
M
M
h
d
s
d
)
ご

叶
肖

M
M
M
M害
zhd母、
H
F

CMFQ'M3uodHCh叫

H
ゆ

、

一

/

/

で
あ
る
。
た
だ
し

N
a
w
k叩
J

白

5
1
k仔
悼
と
す
る
。

F

と
と
『
も
も
た

t
d
E

は
夫
々
』
、
、

h
、v
h
、
Faよ
り
な

ap目

冬

ぞ

:・
J
F
L
?
を
消
去
し
た
小
行
列
式
で
あ
る
。

次
に
側
仰
の
右
手
乞
零
と
置
い
た
も
の
立
り

( 

t虫
色コ
) 

• 

ー

a・



(
同
品
)

(
L
E
r
H
M
M
M川
市
百
二
旬
、
ャ
ド

を
得
る
。
之
は
産
品
(
投
入
)
量
円
一
嬰
動
が
貨
幣
及
議
採
需
要
に
興
へ
る
枕
巣
を
表
す
。
拡
-

(
日
明
)

L
N傾
向

H
(
L
S
U
M
-
T
(品
約
食
)

(
N
H
P
F
 内

H
P
P
P

・}
M

ミ
)

で
あ
る
(
置
明
暗
)
今

F
H
C

(ベ

H
p
r
i
-
-、
と
と
す
れ
ば
資
本
放
果
を
表
す
項
及
び
産
出
(
投
入
)
量
費
動
の
質
幣
殺
鼻
持
需
要

に
奥
へ
る
殻
果
を
表
ず
項
は
例
化
も

O

と
な
る
。
卸
ち
、
流
動
性
殺
果
・
相
封
流
動
性
殺
呆
の
み
時
間
る
。

七
、
利
子
率
塑
動
と
生
産
計
章

利
子
寧
同
盟
動
の
貨
幣
・
設
公
需
要
量
或
は
康
出
(
投
入
)
量
に
興
へ
る
放
果
を
分
析
し
よ
う
。
仰

ω
川
何
よ
り
〆
夫
々

¥ 

m
川
よ
り

(
凶
晶
)

可、

H
G

(凶
J
『

)

~~ぜ
を

S噂

b司 l

一

司

晶

、

〆

(
但
し
可
b

U

剖
M
U
)

(
同
∞
)

』
同

iM，、

+1己
.;-， I~ " 
f一ー一、

*. E~~ 
:iMs 
dコヘ 'ち

左

手

十
炉吋

に一-1

十

E
S
T
-出

L
h
川
』
陶

情
費
者
活
動
、
と
企
業
者
活
動

第
六
十
ご
巷

五
コ

第
四
盟

主
士

、



を
得
る
。

〆w

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
式
十
二
巻

五
四

ル
帯
四
暁

主

i¥ 

!
?
+
H
a
E
L
P
t
E
:
M
M司

E
d
g
-
-月
凶
寄
hhd-

dnqhド
@

j

n

M

M

(
凶
由
)

i~t，/ 

1~ 内

zls 
+ -
ぬ
向

iMh 

EP 

れ
弘
喜

+M叩
q
M
p
p
d
t
H
1
M
件
官

~ 

+ 
む
な

+ 
~~~ 
EMa 

ミ

lM-
+1と
t--. I~ ， 

+ 
.でS

民
h

u

b

H
刑
判

Hq

nut 

但
し
宮
町
立
川
|
|
「
で
あ
る
。

白

F

(30) 

tc 
代
入
し
た
も
σ》

利
子
揮
の
一
様
費
動

一
!
?
+
?
+
:
+
M
M
j
f
!
?九ト

g 

之
等
は

R
r
f
n
p園
内
弘
い
れ
及

L
P
L
P
R宮
内
を
解
く
忙
必
要
且

(

町

U

P

F
・
-FY)
の
場
合
を
分
析
し
よ
う
。

)

}

I

l

)

}

)

 

左
四
仰
と
す
る
。
川
山
川
山
側
主

tp

弘 1弘
司 1);:

(
網
目

HHWUMi---F

K
H『

+
]
f
i
-
-
u
a

R
H絢
l
a司
wiz--町
一

T
u
p
p
-
i
u
M
1
)
 

充
分
で

A、i

寸

特
に

あ
る
。

1
b
J
 

之
等
主

(29) 

と
し



(同同)

M
子
、
、
+
喝
、
+
M
F
、
i

弓
H

I

M

-

t

M

F

、

ト

}

)

]

 

で
あ
る
。
印

W
怖
を
解
い
て主人

l
M
?
?
M
c
t

お一
l
討

Mitz--+HEEL士
主
主
主
丁
目
徒

十

CM

一
l
肖

M
U
Fコ
L
F
l
c
(
M
E
I
N
-
c包
丁
目
お

1

M

M

M

叶

官

民

レ

7

M

M

ノ

凶

叶

(

同

+

主

主

duau-

を
得
る
。
第
一
行
は
流
動
性
娘
果
及
び
奇
本
放
果
を
表
し
、
第
二
第
三
行
は
相
封
流
動
性
数
果
及
び
替
潰
妓
呆
を
表
す
。
前
者
は
利

子
率
費
動
に
よ
り
貨
幣
及
詮
晶
悼
の
限
界
統
勤
怯
が
鑓
動
ず
る
事
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
後
宥
は
詮
品
骨
の
寄
積
率
の
費
動
が
奥
へ
る
札
F

同
飛
で
あ
針
。
第
四
行
は
蓄
積
率
白
壁
動
に
基
き
商
品
。
割
引
現
慣
が
費
動
ず
る
事
白
も
た
ら
す
妓
呆
で
あ
る
。
貸
幣
と
諌
雰
の
代
用

の
原
因
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
も
の
は
此
の
蓄
積
率
の
鑓
動
で
あ
る

G

八
、
ル
I
4
ス
分
解

ー
産
出
(
投
入
)
最
の
費
動

電弘

~ 

第
六
十
二
容

主

:iL 

消
費
者
活
動
&
企
業
者
活
動

二
茸
豆

第
四
揖



消
費
者
活
副
と
企
業
者
活
動

第
六
十
二
審

一
五
六

車
四
揖

ノ、
0 ， 

先
づ
利
チ
率
副
理
動
に
際
し
て
貨
幣
及
唖
古
典
骨
需
要
を
不
襲
と
一
見
倣
し
討
に
於
て

L
S
u
q
(
N
H
p
r
 町
H
P
]
F
i
-
-
-
L
)
と
置

‘モ

ν、
た
も
σ〉

及
び

(3ぴ)

よ
り

(
包
)
(
ゑ

)
M
H
(
I
M
F
E
+
M
F
4
)吋日
1
M
M
凶
器
d
F
-

• 

1Mて

pj Mm 

!~~ 
吋
(
同
ー

+
F
)
も
吉
岡
日
山
内
民
団

(
宇
品
)

(ay

一lM
M
S
L
i
d
M
(
N
i
i
-
-
礼
子
+
肘
(
F
E
I
N
t
よ
ー

攻
日
仏
側
仰
の
右
漣

2

0
ー
と
置
い
た
払
の
土
り

〆

を
得
る
。

之
は
偏
ス
ル
ツ
キ

1
方
程
式
で
あ
る
。

E
得
る
。
今
町
郎
ち

iMザ

!~畑、
':. 

号

+ 
iMぜ

h 

を
考
慮
す
れ
ば
十
M

M

M

よ
り

(

(

 

(弘

N
P
E
g
-
-
M
;
1
+一軒
(FVHF-NdEPてよい叩〈
f
l
p
)

F

礼
子
一
民
l
M
M
M
?
E
Z
l
M
M
N
Mザ
2
2
h
t
H
M
b
L

、、

1
7
T
:
H
H
m
H
W
7
0
l
:
"

で
あ
る
。
而
し
て
之
は
犯
に
よ
っ
て
求
め
ち
れ
た
を
V

に
等
し
い
。
(
諦
明
暗
)
第
一
項
は
資
本
数
果
を
表
し
、
第
二
第
三
項
は
夫

(
臼
印
)

d 



点
貨
融
市
及
詮
努
需
要
の
時
現
動
が
差
出

(投入〕

震
に
輿
へ
る
影
響

E
表
す
。
今

L
N向
山
川

C

(

向日

P
戸・
2
・・
J

モ
)

と
す
れ
ぽ
之
等
は

消
失
す
る
。
採
此
の
場
合
吏
に

1M‘ 

~~~ 

r 
を
る
事
を
偲
定
す
れ
ば
、

ラ
プ
ラ

1
ス
の
定
理
主
用
品
て

従
っ
て

制
M
P
(
悩
守

Em
+蜘凶

(
H
2
7
1山内

)
L

之
を
用
ひ
て

• 

" 

t
u叫
叫

dM。

(

内

l
寸

)
A
M
E
H
岡
山
レ

+UWM(国

+
F
V
L
F
)
も

を
得
る
。
帥
ぢ
利
子
率
の
比
例
費
動
に
際
し
て
、
資
本
の
限
界
放
率
が
不
時
現
で
あ
担
、
且
つ
各
生
産
行
程
に
封
ず
る
経
替
力
の
限
界

，
品
開
率
が
一
様
鐙
動
し
た
場
合
、
産
出
(
投
入
)
量
応
酬
し
て
ヒ
ッ
ク
ス
圭
同
様
の
傾
斜
理
論
が
成
立
す
る
。

¥
 

貨
幣
及
詮
雰
の
需
要

¥ 

[ITJ 

、、

は
流右
動の
'~t 虫日
数き

果"
ノレ

資宮
本」
替ス
コ信分

相?
書が
勤!
装Z
堤量

J菩空

襲告
果し
一.て

まも
事告ー ロ1

市営
52 る
天事
)は

量?2
rD 宙開

結論で

扇あ
が Q

更gp
るち
迫貸
加幣

思量
果 ZE
の需
合要
成の
さ襲
れ動

た
も
の
で
あ
る
。

消
費
者
活
動
k
企
業
者
活
動

第
六
十
二
巻

二
五
七

第
四
披

六

ノ司、



消
費
者
活
動
と
企
講
者
活
動

第
六
十
二
巻

五
J、

第
四
観

六

資
本
の
限
界
妓
李
が
利
車
時
現
勤
に
一
際
し
て
不
渡
な
る
場
合
に
は
資
本
故
果
及
び
薦
問
〔
投
入
V

量
費
動
よ
り
の
泡
加
的
奴
果
は
消

え
る
。

1

結

と
こ
に
展
開
し
た
と
己
ろ
の
も
の
は
い
づ
れ
も
今
週
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
所
謂
静
皐
理
論
が
晴
朗
想
主
持
た
な
い

主
慨
の
活
動
、
即
ち
未
来
と
切
り
離
さ
れ
た
現
在
を
劉
象
と
す
る
に
反
し
、
以
上
は
橡
想
主
持
つ
主
憾
の
活
動
即
ち
未
来
を
考
慮
に

入
れ
た
現
夜
を
記
述
す
る
。
そ
れ
が
あ
ピ
迄
も
現
在
の
介
析
で
あ
る
以
上
、
現
在
と
後
の
現
在
と
の
結
び
付
き
卸
ち
挺
動
の
理
論
で

語

は
を
い
。
斯
〈
白
川
く
漆
想
要
素
の
導
入
印
ち
議
想
。
方
法
は
展
望
的

(
S
Z一
日
仏
古
島
E山

町
)

分
析
す
る
事
を
得
し
め
る
が
、
直
に
静
間
半
理
論
在
勤
極
化
す
る
と
と
る
の
も
の
で
は
な
い
。
私
は
近
い
時
前
来
に
市
場
の
一
般
均
衡
及

/
~
ぴ
そ
の
安
定
怜
主
介
析
し
而
し
て
そ
札
後
に
庫
勤
理
論
の
舞
裏
に
馳
せ
参
じ
る
で
あ
ら
う
。
一
備
本
稿
は
品
開
り
に
も
7

オ
ル
マ
ル
に
過

物

ぎ
て
、
経
神
的
意
味
。
説
明
に
沿
ろ
そ
か
で
あ
っ
た
。
此
の
鮪
改
め
て
筆
を
と
る
と
と
と
す
る
。
共
の
他
多
く
の
不
備
と
誤
謬
主
含

d
F
 

ひ
で
お
ら
う
J

御

高

教

を

切

願

す

る

。

(

昭

和

二

十

二

年

六

月

九

日

)

最
近
汽
な
っ
て
私
は
ヒ
ッ
タ
λ

償
値
k
賓
本
第
二
版
2
2
0
)
を
諌
む
樫
曾
に
恵
れ
た
が
，
之
に
よ
る
と
利
子
串
白
下
高
一
位
偉
剰
の
疏
れ
わ
U

平
均
期
間
を

必
ず
延
長
せ
し
め
る
。
即
ち
凹
O
l回
}
頁
に
於
て
私
が
都
一
版
に

ι

謝
し
て
行
り
た
批
判
と
同
じ
批
判
を
ヒ
ッ
タ
λ

自
ら
第
二
艇
で
行
ヲ
て
ゐ
る
。
(
昭

和
二
+
コ
一
年
十
月
八
日
校
正
り
日
附
記
)

に
行
動
す
る
主
憾
の
現
在
の
活
動
主

森吉

出島村

牢

蝿

執

筆

者

紹

骨

建
衣
文
部
教
官
(
一
一
品
大
偶
憐
車
部
助
手
)

通
夫
、
京
都
大
摩
大
恩
院
特
別
研
究
生

守


